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６月３日の朝会での校長先生のお話

「よりよいあいさつしよう」

おはようございます。

きょうは、ソフトボールのオリンピック選手、

上野由岐子選手のお話をします。上野選手

は、３７歳で、１２年前の北京オリンピックで、エ

ースとして活躍し、金メダルを獲得した選手

です。ソフトボールは上野選手が金メダルを

取った後、オリンピック種目ではなくなり、その

あとはオリンピックに出場することができませ

んでした。しかし、２０２０年、今年ですね、東京

でオリンピックが開かれるときに、ソフトボー

ルがオリンピック種目に決まりました。上野選

手は３７歳で、選手としては引退してもおかし

くない年齢です。それでも、東京でオリンピッ

クが開かれると言うことで、現役選手を続け、

苦しい練習にも耐え頑張り続けていました。

ところが、上野選手には思いがけず、苦し

いことが続きます。去年の試合中に、上野選

手の投げた球を打った打球が、上野選手のあ

ごを直撃し、骨折、入院してしまったのです。

もちろん試合に出られなければ練習もできま

せん。オリンピックに向かって練習して自分の

力を高めたい時です。みなさんは、こんなこ

とがあったらどう思うでしょうか。このときの

ことを振り返って、上野選手はこのように言っ

ています。「けがをしたことで、自分自身が何

をしなければならないのか、これからどうし

たいのか、 いろいろなことを考える時間をも

らった。怪我をしたことが、自分が成長する時

間をもらった。逆に怪我をしてよかった。今ま

で通りにやっていたこと

が本当によかったのか、

神様が何か気づいてほ

しいと与えてくれた」

と、怪我をしたことに落

ち込むことなく、前向き

に、プラスに考えていた

のです。

次に起こったのは、知

っている人も多いと思

います。東京オリンピックのコロナウイルス感

染症による延期です。しかも、東京オリンピック

の開幕の試合は、上野選手３８歳の誕生日の

日でした。上野選手はとても楽しみにしてい

たはずです。

みなさんは、東京オリンピックが延期になっ

て、上野選手がどんな思いをもったと思いま

すか。また、もしみなさんが同じようなことが

起こったら、どんな思いを持つでしょうか。

コロナウイルス感染症で、さまざまなこと

が中止や延期になっています。苦しい練習を

積み重ね、頑張っている人がたくさんいます。

校長先生も楽しみにしていたことが中止にな

ってしまいました。延期になったり、中止にな

ったりすることは、みなさんが変えようと思っ

ても変えられることではありませんね。そん

なとき、どう行動すべきなのか、どのように考

えていったらよのでしょうか。上野選手の気持

ちを想像して、自分自身の行動を考えてほし

いと思います。

６年１組 正木 美奈 さん

今日の校長先生のお話は、ソフトボール選手

のお話でした。東京オリンピックに向けて練習し

ていたら、けがをしてしまい、「成長できた。」と

マイナスをプラスに変えていったというお話です。

私も、楽しみにしていた日に休んでしまっ

たことがあり、すごくこうかいしています。

でも、ぜったい休まないと思っていたら、休

まずにいけたので、すごくよかったです。

そのときは、くやしかったりかなしかった

りしても、「次はぜったい行く」など、強く願

えば、必ずできると思いました。私もあきら

めないでがんばっていきたいと思いました。

６年２組 櫻井 叶大 さん

今日の校長先生のお話は、ソフトボールの上

野選手のお話でした。３７才と引退してもおか

しくない年れいです。しかし、苦しい練習にた

え、東京オリンピックに向けてがんばっていま

した。しかし、上野選手はけがを負います。

このとき、上野選手は、「けがをしたことで、

考えるチャンスをくれた。」と発言していました。

ぼくは、この発言に共感しました。「ピンチをチ

ャンスに変える。」それは、今、コロナウィルス

で色々な事が休みになる中、それをチャンスに

変えて、努力したり、チャレンジしたりするこ



とと同じだからです。

ぼくは、コロナウィルスにうばわれた時間は、

コロナウィルスがくれた時間だと思います。そ

して、この時間を新しいチャレンジや、自分を

高めることに使いたいと思います。

５年１組 柴崎 今結 さん

今日の校長先生のお話は、ソフトボールの

上野選手のお話でした。上野選手は、オリン

ピック出場に向けてがんばっていたけれど、

いやなことが２回きます。

一つ目は、ボールが上野選手の上野選手の

あごに当たって入院しました。上野選手は成

長する時間をもらったと言っていました。二

つ目は、オリンピック延期です。

ぼくも入院をします。ぼくは、このお話を

聞いて、上野選手みたいに成長する時間をも

らったと思えばいいと思いました。

５年２組 小﨑 日和 さん

今日の校長先生のお話は、ソフトボールの上

野ゆき子選手のお話でした。上野選手は、あご

を骨折してしまいました。でも、ケガのおかげ

で、考える時間ができた、成長できたなどのお

話でした。

私は、上野選手はとっても気が強い選手だ

と思いました。「ケガをしても、考える。」と

ってもすごいと思いました。自分だったらど

うするのかなと思いました。

自分だったら、こんな時何も考えられない

かもしれないと思いました。でも、あきらめ

てはいけないと思いました。このことだけで

はなく、あいさつなどもがんばりたいと思い

ました。

４年１組 磯田 遥叶 さん

今日の校長先生のお話は、ソフトボールの上野

せん手のお話でした。上野せん手は試合であごを

こっせつして入院してしまいました。でも、上野

せん手はあきらめませんでした。

わたしは、上野せん手のように、けがをしてし

まったら、とても落ちこむと思います。でも、上

野せん手はけがをしたことをプラスに考えて、入

院生活は自分の今の生活でいいのか見なおすチャ

ンスなのかもしれないと思ったそうです。

わたしも落ちこんだ時は上野せん手のようにプ

ラスに考えたいです。

３年１組 小池 すみれ さん

今日の校長先生のお話は、上野ゆき子せん手

のお話でした。上野選手けがでしあいに出られ

ませんでした。

わたしが、もし上野せん手だったら、もうあ

きらめてるかもしれません。なので、わたしも

上野せん手みたいにあきらめないで、習い事や

学校の事をやりつづけたいと思います。

上野せん手はこっせつしても「出たい」と言

って、上野せん手がんばりやさんなんだなと思

いました。コロナウィルスにまけないように、

わたしもがんばりたいと思います。

３年１組 小林 孝太郎 さん

今日の校長先生のお話は、上野せん手はけが

をして練習ができない時間にやるべきことを考

えられてよかったというお話でした。

自分が楽しみにしていたことがなくなったと

きに、自分のやることを考えて、やっていきた

いと思いました。

今日の校長先生のお話を聞けてよかったです。

２年１組 ざわ 泉来 さん

今日の校長先生のお話は、ソフトボールせん

しゅの上のゆき子せんしゅのおはなしでした。

上のせんしゅは、れんしゅうでけがをしてしま

いました。でも、「かんがえるじかんをもらった。」

「ケガをしてよかった。」と言っていました。

わたしのがんばりたいことは、ケガをして

もいろいろがんばりたいです。

２年２組 みやはら まな さん

今日の校長先生のお話は、上のせんしゅのあ

ごにソフトボールがあたってけがをしてしまっ

たおはなしでした。

オリンピックが上のせんしゅの３８さいのた

ん生日だったのに、えんきになったし、けがをし

てしまって、とてもかわいそうだと思いました。

わたしは、上のせんしゅみたいに、ど力して

足がはやくなりたいです。

今回は、「前向きな気持ちを持って取り組

もう」というお話でした。自分自身の行動も

見なおしてみましょう。

１年生は２学期から取り組みます。

次回の校長先生のお話は７月１日（水）の

全校朝会です。


